音楽表現へつなげるための読譜力育成の試み―音楽Ⅰ（声楽）における授業実践を通して― by 内山 尚美




























































のが記載され、さらに掲載曲がCdur の第 1音、第 2音から次第に音域が拡大し音数を増











































　草川宣雄は「最新音楽教育学」（昭和 9年 9 月）の中で、読譜練習を「自発的に独立し
て唱い且つ理解し得る脳（能）力を得させんと努める練習」と学校卒業後でも正しく歌え
るための能力を習得することに目的とし、学習後までに言及している。



















































は 1年次後期の開講科目であり、受講生は R短期大学保育科 1年生 161 名である。授業
開始時において「読譜トレーニング」と称した譜読みのプリント課題を実施した。実施回
数は全 9回であり、各回の制限時間は 30 秒である。そして全 9回を 2 つの段階に分け、





れらの和音を構成する長 3度もしくは短 3度という 3度音程の読譜力を定着させることに
より、短期間での音楽基礎力習得につながるのではないだろうかと仮定したためである。
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を通して」『聖学院大学論　』第 26 巻第 2号，pp.229-245.
泉谷千晶（1999）「フランスの『フォルマシオン・ミュジカル』の変遷と改革―1987 年以
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Uchiyama, Naomi*
キーワード：音楽表現，読譜，保育者養成
　保育の現場における音楽表現活動には保育者として様々な音楽的能力が必要と
される。その音楽的スキルの基礎力の一つとして、読譜力が挙げられる。読譜力
を育成し向上させることは、楽曲構造を理解し、音楽本来の楽しさを感じるられ
るようになる。その結果、保育者自身の音楽表現を探求し且つ深化させることへ
繋がり、同様に子どもたちをも援助し導くことが可能になるのではないだろうか
と考える。
　そこで保育者として音楽表現活動へつなげるための読譜力を養成するために、
次の 2点に着目した授業実践を試みた。一つ目は子どもの音楽の殆どがヨーロッ
パの音楽様式を用いていることから、その機能和声の中心となっている 3度音程
の読譜力を向上させることである。そして二つ目はフォルマシオン・ミュジカル
の手法を取り入れたこどものうたの歌唱指導である。
　そして「音楽Ⅰ（声楽）」の授業の最終回において、受講生全員に対してアン
ケート調査を実施した。全体として肯定的な回答が多かった理由としては、「読
譜トレーニング」によって音楽能力が点数として可視化されたことによって、受
講生はこれを読譜能力として自己認識することができたのではないかと考えられ
る。更に学生の自己肯定感やモチベーションを上げるために、次回は同形式の「読
譜トレーニング」の実施回数を継続して検証したいと考えている。フォルマシオ
ン・ミュジカルの手法による「子どものうた」歌唱指導については、意識を楽曲
内容へ向けることができたのではないかと考える。しかし実施する唱法やメディ
アの利用について内容を精査する必要がある。
　そして今後はこれらの取り組みによって子どものうた弾き歌いへどのような変
化が表れたか調査するとともに、子どものうたを用いた有効的な音楽基礎力・音
楽表現力の育成法を更に探っていきたい。
